
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
は
約
６
０
０
の

島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
太
平

洋
の
島
国
で
、第
２
次
世
界
大
戦
ま
で
の
約

30
年
間
、
日
本
の
委
任
統
治
領
で
し
た
。今

で
も
多
く
の
日
系
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
経
済
面
で
は
、か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
類
の
漁

場
と
し
て
日
本
漁
船
が
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
の
排
他
的
経
済
水
域
内
で
操
業
し
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
産
の
か
つ
お
や
ま
ぐ
ろ

を
食
べ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
多
く
の
太
平
洋
島
し
ょ
国
と
同
様
、ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
も
自
立
的
な
経
済
発
展
や

産
業
振
興
を
行
う
上
で
、人
口
の
少
な
さ
や

広
範
囲
に
散
ら
ば
っ
た
島
々
、主
要
な
海
外

市
場
か
ら
の
距
離
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。そ
こ
で
日
本
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連

邦
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、イ
ン
フ
ラ
整

備
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
や
研
修
事

業
な
ど
の
人
材
育
成
支
援
な
ど
、長
年
に
わ

た
る
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
の
よ
う
な
小

さ
な
国
で
は
、わ
ず
か
な
廃
棄
物
で
も
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。そ
こ
で
、
廃

棄
物
の
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
の
３
Ｒ
活
動
に
関
す
る
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。技
術
供
与
だ
け
で
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
研
修
な
ど
を
通
し
て
共
に

課
題
に
取
り
組
む
日
本
の
姿
勢
は
、現
地
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
国
の
憲
法
に
は「
海
は
わ
れ
わ
れ
を

結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、引
き
離
す
も
の

で
は
な
い
」
と
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。太
平

洋
と
い
う
海
洋
で
結
ば
れ
た
日
本
と
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
、良
好
な
関
係
が

続
く
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

ミ

「ここが知りたい」。国際協力に関係する
いろんなトピックを分かりやすく解説します！

の
ま
ん
延
防
止
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
、
交
通
手
段
の
発
達
な
ど
に

よ
り
、
感
染
症
が
容
易
に
国
境
を
越
え
て

広
が
る
こ
と
へ
の
警
戒
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
、
話
題
に
な
っ
た
エ
ボ
ラ
ウ
イ

ル
ス
は
、
空
気
感
染
し
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
あ
れ
だ
け
の
流
行
を
引
き
起
こ
し

ま
し
た
。
よ
り
感
染
経
路
が
多
い
病
気
で

あ
れ
ば
、
も
っ
と
簡
単
に
流
行
が
広
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。感
染
症
の
対
策
で
は
、

国
境
で
の
水
際
対
策
だ
け
で
な
く
、
流
行

が
発
生
し
た
場
所
で
の
速
や
か
な
対
処
が

ODA政策

月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
福
島

県
い
わ
き
市
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
で
、
第
７
回
太
平
洋
・
島

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
サ
ミ

ッ
ト
は
、
太
平
洋
島
し
ょ
国
・
地
域
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
首
脳
レ

ベ
ル
で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
緊
密
な

協
力
関
係
を
構
築
し
、
日
本
と
太
平
洋
島

し
ょ
国
の
絆
を
強
化
す
る
た
め
、
１
９
９

７
年
か
ら
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
て
い
る

首
脳
会
議
で
す
。
今
回
は
、
日
本
と
島
し

ょ
14
カ
国
を
含
む
17
カ
国
の
首
脳
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
太
平
洋
島
し
ょ
国
の

優
先
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
今
後
３
年

「第7回太平洋・島サミット開催」

「福島・いわき宣言」を採択

間
、① 

防
災 

② 

気
候
変
動 

③ 

環
境 

④ 

人

的
交
流 

⑤ 

持
続
可
能
な
開
発 

⑥ 

海
洋
・

漁
業 

⑦ 

貿
易
・
投
資
・
観
光
の
７
分
野
に

焦
点
を
当
て
な
が
ら
協
力
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
、「
福
島
・
い
わ
き
宣
言
｜
共
に

創
る
豊
か
な
未
来
｜
」
を
採
択
し
て
い
ま

す
。

 

　
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
は
基
調
講
演

の
中
で
、
太
平
洋
島
し
ょ
国
の
自
立
的
発

展
を
促
す
た
め
、
今
後
３
年
間
で
５
５
０

億
円
以
上
の
支
援
と
、
４
０
０
０
人
の
人

づ
く
り
・
交
流
支
援
を
行
う
こ
と
を
表
明
。

ま
た
、
太
平
洋
島
し
ょ
国
の
気
候
変
動
対

策
能
力
強
化
や
日
本
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

を
一
層
進
め
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

Me�age from Micronesia
太平洋が結ぶ島国のきずな

在
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
日
本
国
大
使
館
　
　 
佐
藤 

庸
昭  

二
等
書
記
官

現地からのメッセージは、ODAメールマガジン（www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/mail/）でご覧いただけます。
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「フォー・ウィンズ号」は島国ミクロネシア連邦の海運に貢献し、
社会と経済を支える

日本の無償資金協力で供与された貨客船「フォー・ウィンズ
号」の引き渡し式

1994年
人口・エイズに関する
地球規模問題イニシアチブ

国際寄生虫対策の効果的な推進に向
けて、「人づくり」と「研究活動」の拠
点、及びこれらを中心とした国際的ネ
ットワークを構築。

1997年
国際寄生虫対策（橋本イニシアチブ）

九州・沖縄サミット議長国として包括
的な感染症対策支援を提案。４年間
で41億ドルを拠出。

2000年
沖縄感染症対策イニシアチブ(IDI)

基調演説する安倍総理（写真提供：内閣広報室）

ODA政策

エ
イ
ズ
に
関
す
る
地
球
規
模
問
題
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
」や
、97
年
の「
橋
本
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」

で
も
H
I
V
／
エ
イ
ズ
や
寄
生
虫
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
に
は
国
際
保
健
外
交
戦
略

を
策
定
し
、「
す
べ
て
の
人
が
必
要
な
基
礎

的
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
負
担
可
能
な
費
用
で

受
け
ら
れ
る
」
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス
カ

バ
レ
ッ
ジ
（
U
H
C
）
を
軸
と
し
た
開
発

協
力
を
進
め
る
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
感
染
症
に
強
い
社
会
の
構
築
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
す
。

―
―
世
界
は
感
染
症
と
ど
う
向
き
合
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

―
―
日
本
は
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

―
―
日
本
が
開
発
途
上
国
の
感
染
症
対

策
に
協
力
す
る
意
味
と
は
。

 

山
谷
　
国
際
保
健
で
は
最
初
に
特
定
感
染

症
対
策
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
１
９
６
０
年
代
で
、
当
時
は

天
然
痘
や
マ
ラ
リ
ア
な
ど
が
主
な
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
際
的
な
保
健

課
題
が
変
化
す
る
中
で
、
感
染
症
は
常
に

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
で
も
、
目
標
６
に
感
染
症

す
べ
て
の
国
に
と
っ
て
大
切
で
す
。

 

山
谷
　
２
０
０
０
年
の
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開

催
に
当
た
り
、
日
本
は
「
沖
縄
感
染
症
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
発
表
し
、
そ
の
後
５
年

間
で
41
億
ド
ル
を
か
け
て
H
I
V
／
エ
イ
ズ

や
結
核
な
ど
の
重
要
な
感
染
症
対
策
や
、

保
健
医
療
体
制
の
構
築
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
１
９
９
４
年
の
「
人
口
・

 

山
谷
　
開
発
途
上
国
の
保
健
シ
ス
テ
ム
整

備
を
手
助
け
す
る
こ
と
は
、
現
地
の
人
々

の
健
康
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本

を
感
染
症
か
ら
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
感
染
症
を
含
む
あ
ら

ゆ
る
保
健
課
題
へ
の
対
応
基
盤
と
な
る

U
H
C
の
整
備
は
、
最
優
先
で
取
り
組
む

べ
き
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

フラガールの公演を鑑賞する安倍総理（写真提供：内閣広報室）

外務省国際保健政策室長　山谷裕幸

誰でも使える
医療システムの整備を支援

「日本政府が進める感染症対策」

エボラ出血熱、デング熱、MERSなど、世界の各地で発生す
る感染症は、決して対岸の火事ではありません。この課題
に長年向き合ってきた日本の取り組みを紹介します。

日本の保健・医療分野での主な国際貢献

IDI終了を受けて、保健部門のミレニア
ム開発目標達成に重点を置いた支援。
５年間で総額50億ドル超を拠出。

2005年
「保健と開発」に関する
イニシアチブ

ミレニアム開発目標（MDGs）の中で
も特に進捗が遅れている母子保健の
ほか、三大感染症、新型インフルエン
ザなどの国際的脅威への対応を中心
に５年間で50億ドルの支援を約束。

2010年
MDGs国際首脳会合

アフリカ地域への保健協力のために５
億ドルの支援と、12万人の人材育成支
援を約束。

2013年
第５回アフリカ開発会議（TICAD V）

開発途上国で深刻な健康および経
済・社会開発問題となっている人口・
HIV／エイズ問題対策のため、1994～
2000年の７年間で50億ドルを拠出。
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